
１．件 名：日本原燃株式会社低レベル放射性廃棄物埋設センターにおいて廃棄体の底面

に錆が確認された件に係る調査及び今後の対応に関する面談 

 

２．日 時：令和２年１０月６日（火）１４：３０～１５：１５ 

 

３．場 所：原子力規制庁２階会議室 

     ※本面談は、テレビ会議にて実施 

 

４．出席者： 

原子力規制庁 

核燃料施設等監視部門 

二宮上席監視指導官、木原主任監視指導官、小野主任監視指導官、小坂主任 

監視指導官、吉澤監視指導官 

日本原燃株式会社 

埋設事業部 低レベル放射性廃棄物埋設センター付副部長 他５名 

日本原子力発電 本店 環境保安グループ 担当 

 

５．要旨： 

 

（１）日本原燃株式会社（以下「日本原燃」という。）から、経緯等について以下

のとおり説明があった。 

2020年3月19日に日本原燃の廃棄体確認の際に日本原燃低レベル放射性廃棄

物埋設センターにおいて確認された底部に異常な錆のあるドラム缶につい

て、2020年5月7日に日本原電株式会社東海第二発電所に返送した。 

日本原電株式会社が実施した廃棄体の腐食に係る調査を行った結果、ドラム

缶の腐食箇所は容器を貫通していないことがわかった。 

 

（２）規制庁から、以下の点などについて説明するよう指摘した。 

・保管場所の環境及び本件廃棄体の周辺に保管されていた廃棄体の錆発生状況 

・日本原燃が今後監査ガイドラインを改定し、継続的な確認を開始する時期。 

 

６．その他 

日本原燃からの配付資料 

・日本原子力発電（株）東海第二発電所から受け入れた廃棄体における錆による損傷

の調査結果および再発防止対策と当社の対応について（報告） 

以上 


